[初等算数補講資料：続]ver.20150105
遠山啓の数学教育論　（数量編）　続き
乗法
　・前提：均等配分・・・比例
・「１当たり量のいくつ分」
１当たり量 × いくつ分（土台量） ＝ 全体量
（例）　6g × 7 ＝ 42g でなく 6g／ℓ × 7ℓ = 42g
ここでは、「１当たり量×割合＝全体量、つまり、量×数＝量」という解釈ではなく、

「量×量＝量」という考えで、倍（割合）概念を逃げている。

倍でやると、あとで、×分数のとき、分数倍の考えとなり、厳しい。

（例）　6g × 
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 = 4g でなく 6g／ℓ × 
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ℓ = 4g の方が考えやすい。

　
・累加では捉えない。・・加法とは異種の演算である！！
6個／列 × 7列 ＝ 42個

　　どの列でも６個…均等配分
　　6×7を累加6＋6＋…＋6（7回）で計算する縛りを掛けない。

　［おまけ］7個／段 × 6段 = 42個とも考えられ、交換法則6×7＝7×6も自然に出る。
　　累加で考えて、7＋7＋…＋7（6回）と同じだと持ってくるのは難しい。
　・乗法の素過程・・・１桁どうしの掛け算・・・九九、×０、０×
　　　　　　　　・・・「６×７型」は五・二進法が活きる。
6×7

＝（5＋1）×（5＋2）

＝ 25 ＋ 5×（1＋2） ＋ 1×（1×2）

＝ 25 ＋ 5×3 ＋ 1×2

＝ 42
　　… 1タイルと5タイルと25タイルが活躍
　
・筆算とタイル・・・乗法の複合過程
23×12

＝（10×2 ＋ 3）×（10×1 ＋ 2）

＝（10×2 ＋ 3）×（10×1）＋（10×2 ＋ 3）×2

＝ 100×（2×1）＋ 10×（3×1）

＋ 10×（2×2）＋ 1×（3×2）

＝ 100×2 ＋ 10×7 ＋ 1×6

＝ 276

… 一タイルと十タイルと百タイルが活躍
細かく見ると

20×2 = (10×2)×2 = 10×(2×2)

3×10 = 3×(10×1) = 10×(3×1)

20×10 = (10×2)×(10×1) = (10×10)×(2×1) = 100×(2×1)
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